
Ⅴ 国際協力銀行が対処すべき課題 
 

   

国際協力銀行は、我が国の政策金融機関として、国際金融等業務及び海外経済

協力業務の両業務を通じて得られる情報、ノウハウ等を相乗的に活用し、平成

13年度においては、特に以下の課題に取り組んでいく。 
 
＜国際金融等業務＞ 
（１）我が国企業の国際的事業展開の維持・拡大 

（２）我が国企業の海外事業環境整備 

（３）我が国中堅・中小企業の国際的事業展開に対する支援 

（４）調和ある国際分業への対応 

（５）国際金融秩序の安定のための支援 

（６）構造改革支援及び民間資金活用のための支援 

（７）情報通信基盤を主とするインフラ整備支援 

（８）知的支援（金融ノウハウの提供） 

（９）地球環境問題への取り組み支援 

（10）資源エネルギーの安定的供給体制構築支援 

 
＜海外経済協力業務＞ 
「海外経済協力業務実施方針」（平成11年 12月１日制定）を踏まえ、 
業務運営を行う。 
（１）貧困削減と持続的な経済成長支援 
（２）環境問題、食糧・エネルギー等の地球規模問題対策支援 
（３）経済構造改革支援 
（４）国際的な情報格差解消及び感染症問題に対する包括的支援策の実施 
（５）人材育成支援 
（６）中小企業育成支援 
（７）開発途上国の制度造り支援 
（８）特別円借款を通じた支援 

 


